
9せとのあさ  Vol.141
2012.7

「努力していれば夢は叶う」
講演テーマ

平成24年度 青少年育成県民運動推進大会

主催／公益社団法人青少年育成広島県民会議
〈お問い合わせ〉 TEL：082-513-2742

講  師

入場
無料

平成24年 10月27日（土） 13：00～
広島県民文化センター  多目的ホール
広島市中区大手町1-5-3　TEL：082-245-2311

フリーアナウンサー

生島 ヒロシ
プロフィール
1950年、宮城県気仙沼市生まれ。1971年に単身渡米、カリフォルニア州立大学ロングビーチ
校のジャーナリズム科を卒業後、TBSに入社。ラジオ番組を皮きりにアナウンサーとして活
躍。1989年に独立後はテレビ・ラジオはもとより、年間100回以上の講演や司会を手掛ける。
現在は東北福祉大学客員教授やみなと気仙沼大使を務めながら、ヘルスケアアドバイザー
や福祉住環境コーディネーター、ファイナンシャルプランナー、日本食育インストラクターなどの
様 な々資格を取得。義母の介護体験を綴った「おばあちゃま、壊れちゃったの？」を出版する
など福祉への造詣も深く、健康や福祉、金融や人生をテーマにした講演を精力的に行って
いる。

「努力していれば夢は叶う」

〈影絵劇〉
ワニとイグアナの物語

おれがまもってやる
～おとうさんありがとう～

13：00　開会・表彰式
13：40　わたしたちの活動報告
　　　　　～夢配達人プロジェクト推進事業から～
14：20　講演会

【夢配達人プロジェクト】 廿日市市立玖島小学校

【大会プログラム】
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公益社団法人 青少年育成広島県民会議
発 行

〒730-8511 広島市中区基町10-52 県庁県民活動課内
TEL.082-513-2742　FAX.082-511-2173

http://www.hiro-payd.or.jp

あでやかに二胡を演奏する、姜暁艶（ジャン・ショウイェン）さん



第24回 定時総会 開催のご報告開催のご報告

〈 総 会 決 議 〉

役
員
名
簿（
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年
6
月
13
日
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）

会　　長

副 会 長

副 会 長

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

上田　宗冏

打越　　勲

山内　吉治

福原　　治

吉川　水貴

嶋末　初美

江種　則貴

山元　利成

末本　朱美

三好久美子

〈上田宗箇流家元〉

〈広島市青少年健全育成連絡協議会会長〉

〈青少年育成東広島市民会議会長〉

〈（公社）青少年育成広島県民会議事務局長〉

〈NPO法人青少年サポートクラブ理事長〉

〈（公社）青少年育成広島県民会議 前事務局長〉

〈中国新聞社論説委員会論説主幹〉

〈広島県青少年育成アドバイザー協議会会長〉

〈税理士〉

〈余暇開発士〉

　公益社団法人 青少年育成広島県民会議は、平
成24年6月13日（水）、第24回定時総会を開催
いたしました。
　報告事項、審議事項を終え、総会決議が採択
されました。

　青少年育成広島県民会議が制定した青少年育成の基本指針の前文には、「青少年は日本の希望である。青少年の非
行が大人の生活の反映であるとすれば、青少年の健全育成には、大人の反省なしには実現しないであろう。大人が、か
って青少年であったように、青少年はやがて大人になるのである。人間の生涯は、多様な価値観の個性的選択による自
己教育の連続であるといえよう。」と明記されています。
　子どもたちは、私たち大人の背中を見て育ちます。
　子どもたちが健やかに育つための環境づくりは、私たち大人の責務であり、人間としての基礎・基本を培う機会は、家
庭や学校、地域での日常生活の中にあります。
　「花には水　人にはことば」のように、人と人とのコミュニケーションの第一歩は、まずあいさつにあります。
　青少年育成広島県民会議は、「あいさつ・声かけ運動」を基軸におきながら、わたし達、会員一人ひとりが、率先してそ
れを実践し、県内各地において、青少年育成活動を活発に展開していくことを、ここに決議します。

平成2４年6月13日
公益社団法人青少年育成広島県民会議第24回総会
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平成2４年6月13日
公益社団法人青少年育成広島県民会議第24回総会

青少年育成広島県民会議表彰青少年育成広島県民会議表彰

受賞おめでとうございます
青 少 年

（敬称略）

　優れた行為のあった青少年や地域で自主的な活動を積極的に続けている青少年育成功労者及

び団体を表彰しています。平成24年度青少年育成広島県民会議表彰を受賞された皆様です。

北村ちづか（三原市）

青少年育成功労団体
基町剣道教室スポーツ少年団

尾道かもめ会

土堂地区子ども会育成連絡協議会

御調西地区子ども会育成連絡協議会

蔵王はね踊り保存会

府中野球同好会

劇団パレット

（広島市 中区）

（尾道市）

（尾道市）

（尾道市）

（福山市）

（府中市）

（東広島市）

模範活動団体
三原市立糸崎小学校
　  「やっさ糸崎小ふれあいチーム」（三原市）

青少年育成功労者
佐東　明子

中川　幸一

福井　　彰

藤田　里江

松下　敬之

山本　政史

角田　洋子

菊川　光子

光田美穗子

寺岡　信恵

永井　清照

今田　和子

大石　信洋

竹越　哲夫

玉里　末美

堀江　正憲

大倉　信治

大畠　正彦

岡田　　弘

橋本　　郁

滝田　謙次

東舎　晴美

星月美千代

（広島市 中区）

（広島市 中区）

（広島市 中区）

（広島市 中区）

（広島市 東区）

（広島市 東区）

（広島市 南区）

（広島市 西区）

（広島市 西区）

（広島市 西区）

（広島市 西区）

（広島市 安佐南区）

（広島市 安佐南区）

（広島市 安佐南区）

（広島市 安佐南区）

（広島市 安佐南区）

（広島市 安佐北区）

（広島市 安佐北区）

（広島市 安佐北区）

（広島市 安佐北区）

（広島市 佐伯区）

（広島市 佐伯区）

（広島市 佐伯区）

橋本　英樹

唐口　精三

鯉谷三千男

藤本　文雄

向谷　訓昭

内海　幸彦

妹尾　慶子

田村　新一

濱岡　邦治

福本　　一

岡本　康成

河上　正次

河村　　昇

小林　康史

佐藤　平治

中村洋之助

三原　和美

髙橋加保里

山下　寛司

貝原　　勝

塚迫たか子

熊高　良二

（広島市 佐伯区）

（竹原市）

（竹原市）

（三原市）

（三原市）

（尾道市）

（尾道市）

（尾道市）

（尾道市）

（尾道市）

（福山市）

（福山市）

（福山市）

（福山市）

（福山市）

（三次市）

（三次市）

（東広島市）

（東広島市）

（廿日市市）

（廿日市市）

（安芸高田市）
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夢 配 達 人
平成２３年度 夢配達人プロジェクト推進事業

自分の町の

模型を作りたい。

山﨑 凜香 （広島市/上安小学校5年生）
やまさき　  りんか

　小学生の夢を「夢配達人」（夢に関係する憧れの人や名人など）の協力を得ながら、地域の人たちと一緒に実現することを通
じ、未来を担う子どもたちに夢や目標を持って実践することの素晴らしさに気づいてもらうことで豊かな想像力や主体性を持
った青少年を育成するとともに、地域ぐるみでの青少年育成活動の定着を図ることを目的としています。
　平成23年度には、広島県内小学生から1、224件の応募があり、その中から次の10件の夢が選ばれました。子どもたちは４
月から夢配達人と一緒に活動し、平成2５年３月までに夢を実現します。

プロジェクト

学校を絵にした
大きなパズルを
作りたい。

平田 朱花
（三原市/羽和泉小学校3年生）

ひらた　　あやか

みんなが笑顔に
なる言葉で
ポストカードを
作りたい。

中本 凪咲
（庄原市/東小学校4年生）

なかもと　  なぎさ

田んぼのあぜに
芝桜を植えたい。

〈代表〉出張 碧人
（安芸高田市/来原小学校4年生）

出張兄弟
ではり　  あいと

豊松の特産品を使った料理を出す
レストランを開きたい。

〈代表〉高尾 玲可 （神石高原町/豊松小学校4年生）

小学少女
たかお　　れいか

災害に役立つ
歌やカルタを作りたい。

扇谷 陽生 （呉市/仁方小学校2年生）
おうぎたに　ひなた

ホタルを観察
できる場所を
作りたい。

渡辺 順也
（福山市/服部小学校4年生）

わたなべ　じゅんや

井上 颯人
いのうえ　はやと

学校の裏にある
公園をきれいに
して、虫が住める
虫ランドを作りたい。

〈代表〉道遊 颯人
（安芸高田市/小田東小学校2年生）

げんき森もり
どうゆう　はやと

服をリメイクして
ファッションショー
をしたい。

新開 彩水
（坂町/小屋浦小学校5年生）

しんかい　　あみ

フェリー乗り場に
大崎上島の良さを伝える
看板を作りたい。

川本 愛
（大崎上島町/木江小学校5年生）

かわもと　あい
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青少年育成指導者派遣事業について青少年育成指導者派遣事業について

青少年育成指導者リスト

①有本 章（ありもと あきら）／東広島市
②・広島大学名誉教授
　・比治山大学高等教育研究所所長
　・日本学術会議連携会員
③教育社会学、大学・高等教育論

①名前／住所　 ②職業･主な役職、プロフィール　 ③専門分野、講演テーマ

①安藤 周治（あんどう しゅうじ）／三次市
②・ひろしまＮＰＯセンター代表理事
　・集落支援をめざすＮＰＯ法人ひろしまね理事長
　・広島県生涯学習審議会委員
③地域づくりやコミュニティ活動の視点から
　青少年問題を考える

①石田 睦子（いしだ むつこ）／三次市
②・親業訓練シニアインストラクター
　・コミュニケーションリーダー・一級
　・三次市の不登校児童生徒の保護者の教育
　 相談
③子育て・親育てコミュニケーション

①今田 弘武（いまだ ひろむ）／広島市
②・日本けん玉協会広島支部長（八段）
　・広島県青少年育成アドバイザー協議会理事
　・小学校非常勤講師
③人間力で伸ばすけん玉

①岩永 誠（いわなが まこと）／東広島市
②・広島大学大学院総合科学研究科教授
　・日本行動療法学会、日本不安障害学会、
　 日本感情心理学会の各理事
③ストレス心理学、実験臨床心理学、音楽心理学
　（音楽療法）

①上村 崇（うえむら たかし）／東広島市
②広島大学、県立広島大学、
　広島修道大学 海上保安大学校ほか
　非常勤講師（哲学・倫理学）
③教育倫理学、情報倫理学、性の哲学 道徳教育

①小田 長（おだ たけし）／広島市
②・広島市社会教育委員会議長
　・広島市青少年と電子メディアに関する審議会
　 委員
　・広島市青少年電子メディア対策推進会議会長
③・青少年と電子メディアについて
　・地域おこしのあり方

①加藤 恒光（かとう つねみつ）／東広島市
②・日本写真協会会員、カメラマン
　・ユネスコ、国際協力事業団などの派遣で開発
　 途上の国々40カ国以上を撮影取材
③地方の国際化のなかで異文化をどのように
　理解するか

①岸本 康子（きしもと やすこ）／東広島市
②・生涯学習１級インストラクター
　・日本体育協会スポーツ指導員
　・小学校非常勤講師
③・操体法で赤ちゃんから熟年までの健康づくり
　・レクリェーション指導
　・食育

①木村 隆司（きむら たかし）／広島市
②・（宗）金剛禅総本山少林寺広島基町道院道院長
　・公益財団法人日本釣振興会理事
　・元広島テレビアナウンサー
③少林寺拳法の道場を主宰し、青少年との修行
　に取り組みながら、青少年育成と教育に携わ
　っている。

①土田 玲子（つちだ れいこ）／三原市
②・県立広島大学保健福祉学部 作業療法学科教授
　・県立広島大学大学院 総合学術研究科  保健
　 福祉学専攻 教授 兼務
③・軽度発達障害（学習障害、ADHD、アスペル
　 ガー等）の個性を持つ子どもの理解と支援に
　 関するテーマ など

①西平 孝治（にしひら たかはる）／三次市
②・三次市子ども会育成連絡協議会
　・つるアート「風花」工房主宰
　・三次かっぱくらぶ・カヌ－
③・子ども会活動全般
　・野外活動の実技と指導

①二宮 皓（にのみや あきら）／広島市
②・放送大学副学長
　・広島県教育委員会委員
　・広島大学名誉教授
③比較・国際教育学
　「世界からみた日本の教育」
　「心の教育」

①藤枝 義記（ふじえだ よしのり）／三次市
②・元広島県立七塚原青年の家所長
　・生涯学習サポーター
　・文部科学大臣認定スポーツレクリエーション指導者
③・集団活動の理論と実技
　・リーダー育成のための理論と実技
　・野外活動全般の理論と実技

①藤野 完二（ふじの かんじ）／岩国市
②・環境省認定環境カウンセラー
　・元中国放送コメンテーター
　・岩国市地球温暖化対策推進協議会代表
③・今、地球で起きている現実と子ども達の未来
　・子ども達を取り巻く食べ物と水の現実

①藤原 凡人（ふじわら かずと）／安芸郡府中町
②・元府中中央小学校長
　・元府中町青少年育成町民会議会長
　・府中町教育委員会委員長
③・親の役割・教師の役割
　・子どもが育つ土壌づくり
　・根っこを育てる教育

①宮崎 文隆（みやざき ふみたか）／三次市
②・「逆手塾」事務局長
　・「県北レクリエーション協会」顧問
　・コミュニケーション能力１級資格取得
③・「青少年が輝き　まちが輝く」
　・「夢づくり、人づくり、ふるさとづくり」
　・「人間交流術入門」

①三好 久美子（みよし くみこ）／福山市
②・広島女学院大学非常勤講師
　・余暇開発士
　・中国山地やまなみ大学副学長
③・余暇、生涯学習、社会教育、ボランティア、
　 地域づくり など

　県内の市区町民会議において開催される学習活動や講演会等に青少年育成指導者を派遣し、講演等を行う
ことによって青少年の健全育成や社会環境浄化の啓発を図り、県民運動の推進に資するものです。
　市区町民会議が主催、共催、講演する講演会等で、参加人員予定者が最低50人以上の事業が対象です。
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青少年育成県民運動
「青少年の非行・被害防止全国強調月間」

青少年の非行防止のため、関係機関・団体と連携し、広報や啓発活動を7月に実施。

「子ども・若者育成支援強調月間」
「子ども・若者育成支援強調月間」として国や県、関係団体と呼応し、
街頭啓発活動を11月に実施。

「あいさつ声かけ運動」
「子ども・若者育成支援強化月間」に合わせ県内３箇所で街頭啓発活動
を実施する

平成24年度「家庭の日」作文・図画募集

　健全で明るい家庭は、家族みんなで話し合い、家族みんなで楽しみ合い、家族みんなで力を出
し合うことによって築かれます。
　青少年育成広島県民会議では、毎月第３日曜日を「家庭の日」として定め、明るい家庭づくりの
運動を展開しています。
　この運動が広く地域に浸透し、多くの家庭で実践されることを願って、小・中学生が、家族や家
庭について日頃思っていることや感じていること、家族で一緒に体験したことなどを作文や図画
に表現した作品を募集します。

明るい家庭の日運動

【対 象 者】

【 応 募 方 法 】

【 応 募 締 切 】

県内に在住の小･中学生

〈作　文〉 
　・４００字詰め原稿用紙３枚程度とします。
　・縦書きとし、はっきりと書いてください。
　・題の次に、学校名・学年・名前（ふりがな）
　 を記入してください。
〈図　画〉
　・作品は４つ切りの画用紙とします。
　・画材は自由です。（クレパス、水彩絵の具等）
　・裏面の「図画用応募用紙」に記載し、作品の裏に貼付してください。
　 作品のコメントも忘れずに記載してください。

2012年9月10日（月）

平成23年度青少年育成県民運動推進大会での表彰式
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青少年育成県民運動
「青少年の非行・被害防止全国強調月間」

青少年の非行防止のため、関係機関・団体と連携し、広報や啓発活動を7月に実施。

「子ども・若者育成支援強調月間」
「子ども・若者育成支援強調月間」として国や県、関係団体と呼応し、
街頭啓発活動を11月に実施。

「あいさつ声かけ運動」
「子ども・若者育成支援強化月間」に合わせ県内３箇所で街頭啓発活動
を実施する

平成24年度「家庭の日」作文・図画募集

　健全で明るい家庭は、家族みんなで話し合い、家族みんなで楽しみ合い、家族みんなで力を出
し合うことによって築かれます。
　青少年育成広島県民会議では、毎月第３日曜日を「家庭の日」として定め、明るい家庭づくりの
運動を展開しています。
　この運動が広く地域に浸透し、多くの家庭で実践されることを願って、小・中学生が、家族や家
庭について日頃思っていることや感じていること、家族で一緒に体験したことなどを作文や図画
に表現した作品を募集します。

明るい家庭の日運動

【対 象 者】

【 応 募 方 法 】

【 応 募 締 切 】

県内に在住の小･中学生

〈作　文〉 
　・４００字詰め原稿用紙３枚程度とします。
　・縦書きとし、はっきりと書いてください。
　・題の次に、学校名・学年・名前（ふりがな）
　 を記入してください。
〈図　画〉
　・作品は４つ切りの画用紙とします。
　・画材は自由です。（クレパス、水彩絵の具等）
　・裏面の「図画用応募用紙」に記載し、作品の裏に貼付してください。
　 作品のコメントも忘れずに記載してください。

2012年9月10日（月）

平成23年度青少年育成県民運動推進大会での表彰式

青少年育成カレッジ 【総合講座】

受講料
無料

　青少年の育成に関わっている方や関心のある方を対象として、青少年の心と体、行動、環境な
どの理解を促進するため県立広島大学と連携して「青少年育成カレッジ」を開催します。

県立広島大学広島キャンパス 1239講義室
（広島市南区宇品東1-1-71）

会 場

発達障害についてテーマ

広く青少年に関わる活動や仕事をしている人、
青少年育成活動に関心のある方

受講
資格

毎回100名程度
（定員になり次第締め切ります）

定 員

日 程
〈第1回〉 2012年１０月２０日（土） 10：00～
〈第2回〉 2012年１２月   １日（土） 10：00～

エソール広島
（広島市中区富士見町11-6　 TEL.082-242-5252）

会 場

広島県内の中学生対 象

開催
日時 2012年9月２2日（土・祝） 9：30～15：30

　21世紀の国際社会に生きる子どもたちには、論理的に物事を考える力、自分の主張を正しく伝
える力、広い視野と柔軟な発想や創造性などを身につけることが求められている。
　この大会は、中学生が話すことによって伝える力を育み、学び合う機会となるとともに、意見発
表を通して、中学生への理解と認識を深めてもらうことをねらいとする。

【 主 催 】

　
【応募方法】

　
【応募締切】　
【 表 彰 】

　
【 副 賞 】

公益社団法人 青少年育成広島県民会議・広島県中学校話し
方連盟　
申込書に原稿を添えて、中学校長を経由して提出する（原稿
は返却しない）。
ただし、市町、青少年育成市町民会議等の類似の大会で入賞した中学生の応募も可とする。この場合、
市町等においてその旨を付記して、市町等から提出するものとする。
原稿はB4版400字詰原稿用紙を使用すること。　
2012年8月10日（金）　
広島県知事賞・（公社）青少年育成広島県民会議会長賞・広島県中学校話し方連盟会長賞・国際ソロプチ
ミスト広島会長賞・広島清流ライオンズクラブ会長賞（各1名）、優秀賞（6名程度）　及び優良賞を選考
し賞状を贈る。　
この大会で、広島県知事賞、青少年育成広島県民会議会長賞、広島県中学校話し方連盟会長賞、広島清
流ライオンズクラブ会長賞、国際ソロプチミスト広島会長賞を受賞した5名には、副賞（約1週間の海外
研修）が㈶広島青少年文化センターから授与される。
〈期　間〉平成25年8月上旬予定
〈訪問先〉韓国

「少年の主張」・中学生話し方大会2012

青少年育成カレッジ

平成23年度 広島県知事賞表彰の様子
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「努力していれば夢は叶う」
講演テーマ

平成24年度 青少年育成県民運動推進大会

主催／公益社団法人青少年育成広島県民会議
〈お問い合わせ〉 TEL：082-513-2742

講  師

入場
無料

平成24年 10月27日（土） 13：00～
広島県民文化センター  多目的ホール
広島市中区大手町1-5-3　TEL：082-245-2311

フリーアナウンサー

生島 ヒロシ
プロフィール
1950年、宮城県気仙沼市生まれ。1971年に単身渡米、カリフォルニア州立大学ロングビーチ
校のジャーナリズム科を卒業後、TBSに入社。ラジオ番組を皮きりにアナウンサーとして活
躍。1989年に独立後はテレビ・ラジオはもとより、年間100回以上の講演や司会を手掛ける。
現在は東北福祉大学客員教授やみなと気仙沼大使を務めながら、ヘルスケアアドバイザー
や福祉住環境コーディネーター、ファイナンシャルプランナー、日本食育インストラクターなどの
様 な々資格を取得。義母の介護体験を綴った「おばあちゃま、壊れちゃったの？」を出版する
など福祉への造詣も深く、健康や福祉、金融や人生をテーマにした講演を精力的に行って
いる。

「努力していれば夢は叶う」

〈影絵劇〉
ワニとイグアナの物語

おれがまもってやる
～おとうさんありがとう～

13：00　開会・表彰式
13：40　わたしたちの活動報告
　　　　　～夢配達人プロジェクト推進事業から～
14：20　講演会

【夢配達人プロジェクト】 廿日市市立玖島小学校

【大会プログラム】


